
株主のみなさまへ

　株主のみなさまには、平素より格別のご高配を賜り厚くお礼を申し上げます。
　2025年4月1日に、専務取締役を務めておりました中山 知巳が当社の新たな代表取締役社長
に就任いたしました。
　あらためてご報告申し上げるとともに、株主のみなさまのご理解とご支援を賜りますよう切
望いたします。
　当社は「企業を通じて社会に奉仕する」という社是のもと、常に時代のニーズを見据えた製品・
サービスを提供してまいりました。
　近年では、老朽化するインフラへの対応や相次ぐ自然災害により、国土強靭化の重要性が再認
識されています。
　一方で、建設業界全体が深刻な人手不足という課題に直面しており、業務の省力化・効率化が
急務となっています。
　当社では、こうした社会課題を解決すべく、プラントの遠隔操作や自動運転など、省人化を実
現する新たなシステムの開発・導入に注力し、持続可能なインフラづくりに貢献してまいりま
す。
　今後も、新体制のもとで次の100年に向けた挑戦を続けてまいります。
� 2025年6月
� 代表取締役会長　辻　　　勝
� 代表取締役社長　中山　知巳
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株主のみなさまにおかれましては、
平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
このたび代表取締役社長に就任いたしました、
中山 知巳（なかやま ともみ）と申します。
辻会長とともに、一層の事業規模の拡大を追求し、
企業価値の向上に努めていく所存ですので、
どうぞよろしくお願い申し上げます。

� 代表取締役社長　

トップインタビュー �

中 山 新 社 長 にお 伺 いしました

今後の経営方針について�  
お聞かせください。

当社は長年にわたり、プラント
メーカーとしてアスファルト合材
や生コンクリートの安定供給を支

えてきました。
しかし現在、国内の顧客工場では人手不足

により、持続的な工場の運営が課題となって
います。

こうした状況を踏まえ、今後は「メーカー」
から一歩踏み出し、工場運営の支援や代行も
含めた“経営パートナー”としての役割を強
化していきます。

また、海外では中国やタイなどを中心に、
コスト競争力の強化や新たな拠点づくりに注
力し、さらなる収益基盤の強化を目指します。

会長との役割分担について�  
お聞かせください。

会長は関係会社管掌　兼　事業本
部長としてグループ会社製品を含
めた事業展開を推進してまいりま

す。
私は、社長　兼　技術本部長としてモノづ

くりや技術開発を所管します。
長い営業経験を活かし、顧客視点での製品

開発を推進してまいります。

社長として何に注力していき
たいですか？

入社から40年以上が経ちますが、
明石本社での勤務は今回が初めて
です。製造部門との連携を深め、

お客様に感動していただけるような、より洗
練された製品づくりに力を注いでいきたいと
考えています。

その一環として、製造部員一人ひとりの品
質意識を高めるための「技能コンテスト」の
導入など、現場からの意識改革にも取り組ん
でまいります。
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2024年6月	 当社専務取締役
2025年4月	 当社取締役社長（現在）
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	 技術本部長（現在）



39,665

2022年度 2022年度

1,028
1,255

2022年度 2022年度

1,020

49,162

2024年度

44,097

2023年度 2024年度

2,766

2023年度

1,968

3,071

2024年度 2024年度

2,009

2,144

2023年度 2023年度

1,312

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

2025年3月期

営業利益

前期比

経常利益

前期比

親会社株主に帰属する
当期純利益

前期比

売上高

前期比

来期（2026年3月期）の見通し

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

　当連結会計年度は、中期経営計画（2022-2024年度）の最終年度として、連結売上高500億円、連結営業利
益30億円を目標に掲げてスタートいたしました。
　そのような中、当年度の連結売上高は491億6,200万円（前年度比約50億円増）、連結営業利益は27億
6,600万円（前年度比約8億円増）となり、連結売上高・営業利益・経常利益のいずれにおいても過去最高を更
新いたしましたが、計画に対しては若干の未達となりました。

連 結 業 績 ハイライト（各年度4月1日～3月31日）

業 績 の
ポイント

配当方針

　当社は、株主のみなさまへの利益還元を経営の重要課
題のひとつと位置付け、基本的にその期間の業績に応じ
て配当をすべきものと考えております。そのため、株主の
みなさまのご期待に添うべく、経営基盤の強化並びに企
業価値の増大に努めつつも、内部留保の充実、配当の安
定継続性等をも総合的に勘案して配当額を決定すること
を基本方針としております。
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

（2025年3月31日現在）

商 号 日工株式会社（NIKKO CO.,LTD.）

本店所在地 〒674-8585
兵庫県明石市大久保町江井島1013番地の１

設 立 1919年（大正8年）8月
資 本 金 91億97百万円
従 業 員 数 656名（グループ合計 1,133名）
会計監査人 有限責任 あずさ監査法人

お手続き、ご照会の内容 お問い合わせ先
●郵便物の発送と
　返戻に関するご照会
●支払期間経過後の
　配当金に関するご照会
●株式事務に関する
　一般的なお問い合わせ

株主名簿
管理人

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
電話：0120-094-777

（平日9:00～17：00）

●単元未満株式の
　買取・買増請求
●届出住所・姓名などのご変更
●配当金の受領方法・
　振込先のご変更

口座を開設されている証券会社に
お問い合わせください。

会社概要 株式に関するお手続きについて

配当金の口座受取方法には次の３つの種類があり、いずれかをお選びいただけます。

株式数比例配分方式 登録配当金受領口座方式 個別銘柄指定方式
証券会社の口座ごとに、保有株式数に応じた
配当金を受け取ることができます。

保有するすべての銘柄の配当金を、指定した
１つの金融機関の口座で受け取ることができます。

銘柄ごとに配当金の振込口座を
指定することができます。

お手続きは　   証券会社にて株式をお持ちの場合  
証券会社にて株式をお持ちでない場合

証券口座を開設された証券会社へ
三菱UFJ信託銀行株式会社へ お問い合わせください。

日工の配当金日工の配当金

Ｙ銀行の口座Ｘ銀行の口座Ｘ証券の口座
（100株保有）

Ａ社の配当金

Ｚ銀行の口座Ｙ証券の口座
（200株保有）

日工の配当金 Ｂ社の配当金

100株分 200株分

｝

お手続きの詳しい内容につきましては、株
主さまの口座のある証券会社にお問い合
わせください。なお、証券会社に口座がな
いため特別口座が開設されている株主さ
まは、特別口座の口座管理機関である三
菱ＵＦＪ信託銀行株式会社までお問い合わ
せください。

ご案内

１．証券会社の口座に記録されている場合

お手続き、ご照会の内容 お問い合わせ先
●郵便物の発送と
　返戻に関するご照会
●支払期間経過後の
　配当金に関するご照会
●株式事務に関する
　一般的なお問い合わせ

株主名簿
管理人 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目
６番３号
電話：0120-094-777

（平日9:00～17：00）

お手続き用紙のご請求方法
インターネットからのダウン
ロード
https://www.tr.mufg.jp/
daikou/

●特別口座から
　証券口座への振替請求
●単元未満株式の
　買取・買増請求
●届出住所・姓名などのご変更
●特別口座の残高照会
●配当金の受領方法・
　振込先のご変更

特別口座の
口座管理
機関

2．特別口座に記録されている場合

〒674-8585
兵庫県明石市大久保町江井島1013番地の１　電話（078）947-3131

単元未満株式（1～99株）については、株式市場で売買することができませんが、
当社では単元未満株式の買取・買増請求制度を実施しております。

❶買取請求制度 株主さまがご所有の単元未満株式を市場価格で
買取るよう当社に請求できる制度

❷買増請求制度 株主さまがご所有の単元未満株式と合わせて1単元（100株）となるように、
市場価格にて単元未満株式の買い増しを当社に請求できる制度

［配当金を「配当金領収証」でお受け取りの株主さまへ（配当金の口座受取方法のご案内）］

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 6月（基準日3月31日）
期末配当金支払
株 主 確 定 日 3月31日

中間配当金支払
株 主 確 定 日 9月30日

単 元 株 式 数 100株
株主名簿管理人
及び特別口座の
口 座 管 理 機 関

三菱UFJ信託銀行株式会社

公 告 方 法 電子公告により行います。ただし、事故その他
やむを得ない事由によって電子公告によること
ができない場合は、日本経済新聞に掲載する
方法により行います。
[掲載インターネットアドレス]
https://www.nikko-net.co.jp/
denshikoukoku/

上 場 金 融 商 品
取 引 所 東京証券取引所

株主メモ

株式に関するお手続きは、①証券会社の口座に記録されている場合と、②特別口座に
記録されている場合で、次のとおり異なりますので、該当の窓口にお問い合わせください。

https://www.nikko-net.co.jp/denshikoukoku/
https://www.tr.mufg.jp/daikou/

